




















































































































































指摘している。これらの傾向は『古事記』 顕著 。 『古事記』下巻の雄略天皇については、安康天皇条の多くをその即位前の記 （目弱王、黒日子王、白日子王 市辺之忍歯王の殺害）に費やし、即位後も若日下部王への求婚、引田部赤猪子の物語、吉野の童女及び蜻蛉の物語、葛城山の大猪及び葛城一言主大神 春日の袁杼比売への求婚、そ 豊楽で 三重 采女や大后、袁杼比売の歌を含む物語等、豊富かつ多彩な内容である。また 若日下部
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れにして 矛盾 解消に至っているとは言い難 。　
これらに対し、 新編日本古典文学全集『古事記』該当部分注では、








古典文学全集『古事記』が 「天皇は歌で そ 蜻蛉の功績をたたえ、倭の国が『蜻蛉島』と呼ばれ いる所以を納得する。以来、その野は 『阿岐豆野』 と呼ばれたという （中略） 『蜻蛉島とふ』 は、 『 （人々 ）蜻蛉島と言ふ』の意。大和国が一般的に『蜻蛉島』と呼ばれている


































































































































































































































































































































































































































































































































































の伴」と詠み、 「あたらしき、清き」氏 を持つ大伴の一族を諭している。四四六六番 短歌で、 「明らけき」大伴 名を持つの人びとに、怠りなく励む事を勧 ている。　
これらの例を見ると、 「名に負ふ」はその対象を「背の山」 「滝の
瀬」 「社」 「鳴門の渦潮」 「越」 大伴の氏」としており、伝統や歴史の古さ、 またその景物の持つ美しさ貴さ どにより 高名なその 「名」に相応する実体が伴っているという事を、多くは感動を伴って実感（または要求）し、讃美されるその名にふさわしくある、という意味に捉える事が出来る。また「名に負ふ」は前掲の例を見ると、 「名高い、高名な」と「名を持つ」 「名として 」のいずれの意味にも用いられている事が解るが 名を持つ」 意味を持つ大伴家持の歌の三例についても、世に名高くあり、それが定着している事を、
－ 8－
「遠の朝廷」 の越や、 清く明らけき大伴の名という表現を用いて表し、讃美されるその名にふさわしくある事を確認する、または求める意図がこめら ていると言える。　
従って、雄略天皇の歌の「名に負ふ」も、倭の国の別名である蜻
蛉島の名を持つ蜻蛉という虫のその名に、天皇の腕に噛み付いた虻を素早く咥えて飛び去る 相応しい実体が伴っている事を実感した雄略天皇が、 蜻蛉を「 （なるほど）その名にふさわしいのだろう」と改めて確認し、蜻蛉 讃美した表現だと捉える事ができる。　
なお、これまでの説では、この歌の雄略天皇と蜻蛉の関係につい








































































































































に豊かな実りをもたらす稲の精霊と捉えられ、その稲の精霊が飛び交う「蜻蛉島」は、 「豊かな実りの国」と解釈する事ができる。この事から、雄略天皇に対する吉野で このできごとは 蜻蛉島 名を持つ穀霊たる による 天皇への祥瑞である 捉えて良いはないだろう 。　
以上の事から、この歌は、雄略天皇が自分に噛み付き害をなした
虻を蜻蛉が素早く咥えて飛び去った事 して、蜻蛉島 名を持つ蜻蛉にその名にふさわしい実体が伴 てい 事を実感し、蜻蛉への讃美の意味 込めて、 「このよ 、 （蜻蛉は）その（蜻蛉島という）名にふさわしいだろう、 という で、 （そらみつ）倭の国を『蜻蛉島』と言うのだ」と歌ったと解釈したい。そしてそれをもって、雄略天皇は蜻蛉による祥瑞の起きた吉野のこの土地を「阿岐豆野」と呼ぶ事にした 捉える事ができる。　
では、この『古事記』の蜻蛉の物語は、雄略天皇が吉野の地で穀









河の河尻に到りし時に」とある。そ 八咫烏に先導された神倭伊波礼毘古命が吉野川を行く 、国つ神「贄持之子」 「井氷鹿」 「石押分之子」に会う。石押分之子は「吉野の国巣が祖」であり、この吉野の国巣は次 応神天皇の条に登場する。彼等は応神天皇の御子大雀命（仁徳天皇）の太刀を讃美する歌を歌い、橿の木の臼で酒を醸造し献上している。そして下巻の雄略天皇の条に 童女の物語 蜻蛉の物語の舞台として登場 いる。　
これらの事から、 『古事記』における吉野は、天武天皇の壬申の
乱の原動力となった土地であり、 八咫烏が神倭伊波礼毘古命を導き、倭での即位へと行き着いた土地であり、そして中巻と下巻 中心をなす応神天皇、仁徳天皇と関わった土地である。吉野は、 『古事記』
においてはいわば、その枢軸たる特別な天皇のみが関わった、極めて聖なる土地であるという事が言え 。　
この『古事記』における吉野の地について、長野一雄氏は、 「吉

















天皇といった、 『古事記』の枢軸をなす天皇のみが関わった、聖地としても特別な場所である。雄略天皇は、その吉野の地に神武天皇以降唯一行幸し、蜻蛉島の名を持つ穀霊たる蜻蛉による祥瑞を受けて「そらみつ倭の国を とふ」と歌ったと語られてい 。こ事は、 『古事記』が雄略天皇を、吉野において神武天皇に匹敵する存在とし 扱い、強力な神性 帯びた偉大な天皇として成り立たせており、そ この蜻蛉の物語は そのような天皇の「そらみつ倭の国を蜻蛉島 ふ」と う歌による宣言によって、倭の国が「蜻蛉島」豊かな実 の国である事を改め 位置づけた物語として『古事記』に表され いると考察した。　
なお、本論文においては、 『古事記』における雄略天皇の物語と








注３・ 『時代別国語大辞典上代編』 （昭和四十二年十二月／三省堂）注４・ 『古事記歌謡注釈』歌謡の理論から読み解く古代歌謡の全貌
（辰巳正明監修／平成二十六年三月／新典社）
注５・注２に同じ。注６・荻原千鶴「 『古事記』の雄略天皇像」 （ 「上代文学」第七十八
号／平成九年四月）
注７・ 『古事記傳』 （ 『本居宣長全集』第十二巻／昭和四十九年三月
／筑摩書房）
注８・ 「名に負はむと。名として持とうとして」 （武田祐吉『記紀歌
謡集全講』昭和三十一年五月／明治書院） 、 「このようなことがおこるのももっともであるように名をとって。アキヅが勲功をあらわすようなことのあるにふさわしい名をとろうとて」 （倉野憲司『古事記大成』昭和三十二年十月／平凡社） 、「蜻蛉という名を持とうとして」 「名として持とうとての意」
（相磯貞三『記紀歌謡全註解』昭和三十七年六月／有精堂出版） 、 「このようにして命名されようと」 「このようにその名を負い持とうとして」 （尾崎暢殃『古事記全講』昭和四十一年四月／加藤中道館） 、 「このような蜻蛉の功績を名に負おと」 （土橋寛『古代歌謡全注釈』古事記編／昭和四十七年一月／角川書店） 、 「このように蜻蛉まで大君に仕えまつることを、国名 して持とうと」 （山路平四郎『記紀歌謡評釈』昭和四十八年九月／東京堂出 お手柄のとんぼ（蜻蛉）を名につけようと」 （新潮日本古典集成『萬葉集』西宮一民／昭和五十四年六月／新潮社） 、 「お手柄 トンボを名につけようと」 （ 『古事記歌謡』講談社学術文庫五五九／大久保正／昭和五十六年七月／講談社） 、 「こうした蜻蛉の手柄を名 負おうと」 （西郷信綱『古事記注釈』第四巻／平成元年九月／平凡社）等、解釈されている。
注９・倉野憲司『古事記大成』 「アキヅが勲功をあらわすようなこ
とのあるにふさわしい名をとろうとて」 、尾崎暢殃『古事記全講』 「このよ に て命名されようと 「このようにその名を負い持 うとして」の各説。
注
注1・武田祐吉『記紀歌謡集全講』 「名に負はむと。名として持と
うとして」 、相磯貞三『記紀歌謡全註解』 「蜻蛉という名を持とうとして」 「名として持とうとての意である 、土橋寛『古代歌謡全注釈』古事記編「こ ような蜻蛉の功績を名に負お
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※本文引用は、 『古事記』 、 『日本書紀』 （二） 、 『萬葉集』 （一～四）共に、
新編日本古典文学全集（小学館）に依る。
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